
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私は私を大切に思うのと同じ重さで 

あなたを大切に思う 

 

性別を超え 

世代を超え 

時代を超え 

人と協調し 人を信頼できる 

誇り高い人間でありたい 

 

すべての人の自立と平等をめざして 

青森はここに｢男女共同参画都市｣を 

宣言します。 

 

平成 8 年 10 月 22 日 青森市 

転載希望の方はご連絡ください。 

・・・青森市の男女共同参画拠点施設・・・

＊青森市男女共同参画プラザ「カダール」

（青森市新町 1-3-7 アウガ 5・6Ｆ） 

  【開館時間】 9：00～22：00 

  【休館日】  毎月第 2水曜日 

  【電話】   017（776）8800 

  【FAX】    017（776）8828 

＊青森市働く女性の家「アコール」 

（青森市勝田 1-1-2）  

【開館時間】 9：00～22：00 

  【休館日】  毎月第 2日曜日 

  【電話/FAX】 017（723）1700 

●女性の悩み相談カダール相談室● 
パートナーからの暴力の悩み、自分自身の
生き方や家庭のことでの相談など、女性相
談員が応じます（面接相談・電話相談）。ひ
とりで悩まず、ご相談ください。 
【時間】休館日（毎月第 2 水曜日）を除く毎日
9：00～22：00 
【場所】青森市男女共同参画プラザ「カダー
ル」 ※十分な時間をお取りするため、事前
に相談日時等についてご相談ください。 
【お問合せ】☎017-776-8858 

（休館日を除く 9：30～21：00 受付） 
 

＜発行＞ 

青森市市民生活部市民協働推進課 
男女共同参画室 
〒030-8555 青森市中央 1-22-5 
☎ 017(734)2296 FAX 017(734)5232 

＜企画編集員＞ 

白井壽美枝・阿部美智子(NPO 法人あおもり

男女共同参画をすすめる会)、森昭美(NPO 法

人ウィメンズネット青森)、塚本艶子(ネット

ワーク A・L)

アンジュールはフランス語で「ある日」とい

う意味。一人ひとりの「ある日」を紡いでい

きたいという願いを込めた情報紙です。

◆ 日本国憲法の男女平等条項を起草したベアテ・シロタ・ゴードンさんが平成 24 年 12 月 30 日にニューヨークで亡くなりまし

た。89 歳。憲法草案と男女平等をテーマに、青森市でも平成 9 年と 20 年に講演。棟方志功とも深いかかわりがあり、青森と

は縁が深い方でした。 

◆ 青森市議会初の女性議員、藤田美栄さんが平成 25 年 1 月 11 日に青森市内で亡くなりました。100 歳。アンジュール 2 号

から 6 号には、全 5 回にわたり「藤田美栄さんのトーキングエッセイ・私の青森女性史」が連載されました。 

2013.2.28 No.42 

■
農
山
漁
村
女
性
の
日 

 
毎
年
３
月
１０
日
は
「
農
山

漁
村
女
性
の
日
」
で
す
。
農

山
漁
村
女
性
の
役
割
を
正
し

く
認
識
し
、
適
正
な
評
価
へ

の
気
運
を
高
め
、
女
性
の
能

力
の
一
層
の
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
農
林
水

産
省
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

現
在
、
私
は
、
青
森
市
浪

岡
地
区
に
住
ん
で
お
り
、
浪

岡
ホ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー

の
製
造
な
ど
を
通
じ
て
、
農

業
（
り
ん
ご
生
産
）
と
出
会
い

ま
し
た
。
農
業
が
基
幹
の
こ

の
地
に
暮
ら
し
て
、
生
産
者

が
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
猛

暑
の
日
も
雪
の
日
も
、
り
ん

ご
園
地
で
働
き
、
最
近
の
異

常
気
象
に
も
大
き
く
影
響

を
受
け
な
が
ら
、
生
産
と
生

活
が
結
び
つ
い
た
毎
日
を
営

ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。 

 

近
年
、
農
林
水
産
業
で
は

ど
の
分
野
に
お
い
て
も
、
就

業
者
の
高
齢
化
、
少
子
化
等

に
よ
る
後
継
者
不
足
、
業
界

振
興
・
地
域
活
性
化
の
必
要

性
な
ど
、
様
々
な
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方

で
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
多
様

化
し
、
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
中
で
、
従
来
、
女
性
が

加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
分
野
に

女
性
の
発
想
・
企
画
力
・
行

動
力
等
を
取
り
入
れ
、
地
域

資
源
の
新
た
な
魅
力
や
価

値
の
発
信
、
他
の
地
域
に
な

い
特
色
あ
る
新
た
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
人
の
力
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
多
様
な
人
材
を

活
用
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
な
が
ら
、
女
性
が
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
し
つ
つ
積
極
的
に

活
動
し
、
社
会
参
画
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
く
！ 

「
農

山
漁
村
女
性
の
日
」
は
そ
ん

な
「
気
づ
き
」
の
日
に
な
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。 

（塚
本
）

■
「体
罰
」を
考
え
る 

 

大
阪
の
市
立
高
校
で
体
罰

が
あ
り
、
男
子
生
徒
が
自
殺

し
た
事
件
。
あ
の
体
罰
の
実

態
は
明
ら
か
に
「
暴
力
」
。
そ

し
て
、
男
子
生
徒
に
行
わ
れ

た
こ
と
は
人
へ
の
尊
重
の
欠

落
。
何
か
を
な
す
た
め
、
目

的
を
遂
行
す
る
た
め
と
い
う

大
義
名
分
の
も
と
に
体
罰
＝

暴
力
を
す
る
こ
と
は
、
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。
人
と
人
と
が

尊
重
し
合
い
、
暴
力
の
な
い

社
会
を
目
指
す
こ
と
は
、

様
々
な
事
件
を
防
ぐ
こ
と
に

な
る
と
改
め
て
思
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
で
し
た
。 

 

■
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
講
座 

 

平
成
１６
年
以
来
、
延
べ
８

万
人
以
上
の
中
・
高
・
大
学

生
に
対
し
て
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の

予
防
講
座
を
実
施
し
て
い
る

長
崎
県
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ｖ

防
止
な
が
さ
き
」
の
話
を
聞

く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

す
で
に
高
校
生
で
交
際
相

手
か
ら
の
暴
力
を
受
け
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
お
り
、
中

学
生
か
ら
の
予
防
講
座
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
Ｄ
Ｖ
の
知
識
を
持
つ
こ

と
、
人
を
大
切
に
思
い
、
尊

重
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
者

に
も
加
害
者
に
も
な
ら
ず
、

男
女
関
係
だ
け
で
な
く
、
人

と
人
と
の
よ
り
よ
い
関
係
を

作
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
、

強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

青
森
県
内
で
取
り
組
ん
で

い
る
学
校
は
ま
だ
少
数
で

す
。
多
く
の
学
校
で
取
り
組

ん
で
く
れ
た
ら
、
と
思
う
の

で
す
。 

（森
）

↑平成 25 年 1 月 26 日の市民活動企画展（カダールフェスタ）オープニングイベント

「みんなのファッションショー2013」。思い思いの衣装を身にまとい、性別にも、年齢に

も、国籍にもとらわれない「自分らしさ」の表現を競いました。一人ひとりが主役です。

特 集 

 男女共同参画社会の実現までの道のりは、まだま

だ遠い。でも、千里の道も一歩から。例え小さな一

歩でも、積み重なれば大きな力になります。お互い

を大切にする気持ちを持って、今日から踏み出せる

一歩を一緒に考えてみませんか？ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「日本女性会議 2002 あおもり」から 10 年。大会アピールでは「すべての人が主体的に生きられる社会を目指す」と合意しました

が、10 年の成果と課題は？ 豊かな未来を目指し、次のステップに進むために、10 周年記念事業実行委員会が結成されました。

 実行委員会では、3月24日（日）に記念講演会と記念交流パーティを開催します。パーティでは、同窓会的なニュアンスを持ちな

がらも新しい仲間との出会いが期待されており、参加は当時の実行委員に限りません。 

 また、2002 年の会議で参加者へのお土産にもなった、青森市が誇る芸術家・故鈴木正治さんの絵葉書を復刊。さらに、5 月に

は、10 周年記念冊子の刊行も予定しています。 

≪記念講演会・記念交流パーティのご案内≫  ★参加はどなたでも★ 

■開催日 平成 25 年 3 月 24 日（日） ■会 場  わいん倶楽部（新町二丁目） 

■内 容  13:30～15:00 記念講演会・・・参加費：無料 

               講師：江原由美子 首都大学東京副学長 

               テーマ：「女性会議から 10 年―次世代へどう引き継ぐか―」 

15:20～17:20 記念交流パーティ・・・参加費：4,000 円（写真代を含む） 

■問合せ・申込み 日本女性会議 2002 あおもり 10 周年記念事業実行委員会事務局 

青森市男女共同参画プラザ「カダール」(電話 017-776-8800) 

＜日本女性会議 2002 あおもり＞ 

 平成１４年 10 月 4 日～5 日、旧青森市で開催。全国から約 3,000 人が参加。日本女性会議初のインターネットライブ中継を実施。実行委員 205 人のほか、企

業、団体、ボランティアの協力多数。生の感動にこだわった二つの会場でのセレモニー、ねぶたの里での交流会などは、今でも語り草。 

だから

必
要
な
の
は
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
。
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に 

今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

カダール（男女共同参画プラザ）とアコール（働く女性の家）では、様々な講座を用意して、皆

さんのお越しをお待ちしています。そこでの新しい仲間との出会いも、きっといい刺激になり、気

づきの機会を与えてくれるはず。お気軽にお越しください！ 

上の例はどちらもＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）。殴る、蹴るといった身体的暴力だけ

でなく、大声でののしる、無視するなど、精神的苦痛を与える行為もＤＶです。最近は、配偶者間

だけでなく、交際相手からの暴力も「デートＤＶ」と呼ばれ、問題となっています。 

ＤＶは、女性が被害者になることが多く、これには、男性が女性を下に見て、支配しようとする

意識が働いているとされています。 

男女は平等。対等な関係の中で、常に相手を不快にさせない思いやりの気持ちを持つ。恋人間も

夫婦間も、お互いを大切にできる対等なパートナーでありたいですね。 

 

※カダール（男女共同参画プラザ）では、女性の悩み相談を実施しています。ＤＶを含め、悩み

ごとがある方は、一人で悩まず、電話０１７－７７６－８８５８へ。秘密は守ります。 

意思決定の場にまだまだ女性が少ないのが現状。スイスの非営利団体「世界経済フォーラム」が

発表した平成 24 年の「ジェンダー・ギャップ指数」では、なんと日本は１３５か国中１０１位。

これは、政治・経済分野で男女格差が大きい（女性の参画が少ない）ことが原因となっています。

男女のニーズの違いにしっかりと対応していくためには、もっと多くの女性が積極的に意思決定

の場に参画していくことが求められます。 

また、そのためには、女性自身が力をつける（エンパワーメントする）ことも大切ですね。 

「男は仕事、女は家庭」という意識が社会に根強く残っているのも事実ですが、最近は、「イク

メン」「イクジイ」「カジダン」といった、積極的に家事や育児に参加する男性も増えています。 

男女がともに働き続け、健康で豊かな生活を送るためには、家庭の中でも、男だの女だのと言う

ことなく、つらいときには頼り、つらそうなときには助ける、そんな関係が必要です。すぐに相手

の役割をシェアすることができなくても、これまで当たり前だと思ってきたことにも「ありがとう」

と感謝の気持ちを伝えることが、お互いに喜びと責任を分かち合う第一歩となるはずです。 

また、家事や育児を、一人だけはもちろん、親だけでがんばらない、家族や社会のサポートをフ

ル活用するというのも、アリですよね。 


